


大阪・関西万博を契機とした関西国際空港における観光PRブースの利用申込について


[bookmark: _Hlk172817989]2025年４月13日から開催される大阪・関西万博は、国内外から約2,820万人の来場者が想定されており、その経済波及効果は約2.9兆円と試算されています。そのため、経済活性化の切り札として大いに期待されているところです。この経済効果の恩恵を万博会場のみに留まらず広く波及させるためには、関西をはじめとする周辺地域への観光周遊を促進する取組が不可欠であると考えています。
そこで、この度、関西国際空港旅客ターミナルに各地域への誘客を目的とした観光PRブースを設置いたします。皆様には、このブースを自地域への誘客PRにご活用いただければと思っております。
ブースの活用には、添付の申込書にご記入の上、事前お申込みをいただきます。国内外から多くの旅行者が集まる関西国際空港で自地域のPRができる絶好の機会です。この機会をお見逃しなく、是非ご活用ください。ご多忙の折とは存じますが、ご検討の程、よろしくお願いいたします。

【事業概要】
大阪・関西万博開催を最大の好機と捉え、万博への機運を高めながら、関西をはじめとする西日本の自治体・DMO・観光協会等が各地域への誘客PRを行う場として、国内外の多くの旅行者が利用する関西国際空港において、万博開催前の2024年10月から万博終了の2025年10月の期間に観光PRブ－スを設置いたします。
※2024年10月～2025年3月のブース設置は確定、2025年4月～10月は予定です。

【運営主体】
国土交通省近畿運輸局、関西エアポート株式会社、一般財団法人関西観光本部及び一般社団法人関西イノベーションセンターの４者による「大阪・関西万博に向けた観光PRブース運営委員会」がブースを運営いたします。
なお、事業運営は、株式会社JTBコミュニケーションデザイン（プロモーション第二事業局）に委託しています。

【ブース設置場所】
関西国際空港第１ターミナル１階国際線・国内線到着フロアに設置いたします。本ブースにおいて、各地域の皆様には誘客PRの場として輪番制でご活用いただくことを想定しています。

【ブースデザイン、サイズ等】
ブースのサイズ等についてはマニュアルをご確認ください。なお、各地域のPRと並行して、同ブース内でNTTのご提供による「バイブロスケープ（触覚風景）」の体験も行いますのでご承知おきください。

【ブースでのPR内容等】
国内外の旅行者を問わず、万博来訪目的を始めとする関西国際空港利用者に対し、自地域への誘客PRを実施していただきたいと考えています。地域産品の試飲・試食、体験コンテンツのデモンストレーション、映像・VR・AR等デジタルツールの活用、ブース内イベント、ノベルティ配付、大阪・関西万博のメインテーマである「いのち輝く未来社会のデザイン」の具現化に資する人（アナログ）と技術（デジタル）の連携等、様々な工夫を凝らしたPRを展開していただけます。
※音響利用の場合、館内放送の妨げとなる音量等はご遠慮いただきます。
※販売を主目的としたもの（例えば、地域産品の直売所設置等）やレストラン・喫茶等の飲食や休憩を目的としたものは不可とさせていただきます。
※旅行商品や観光コンテンツの販売については、運営委員会が可否を判断いたしますので事前にご相談いただくことになります。

【ブース設置期間及び運営時間】
ブース設置期間　第一期：2024年10月11日～2025年3月31日
第二期：2025年4月1日～2025年10月13日（予定）
[bookmark: _Hlk176338428]ブース運営時間： 9:00～18:00

【観光PR可能期間】
ブース設置期間中、最小１日～最大１週間程度（時間単位の使用は要相談）です。
ブース設置期間中は複数回お申込みいただくことが可能です。
なお、希望日が重なった場合は、委員会の調整により決定いたしますので、ご希望に添えないことがございますのでご承知おきください。
※ただし、極端に短時間の利用（例えば、10:00～11:00の１時間のみ等）や極端に長期間の利用（例えば、２～３カ月独占等）は不可とさせていただく場合がございます。

【ブース利用料金】
ブース利用料は無料です。ただし、ブース利用料以外の経費（交通費、宿泊費、各地域でご用意されるツール等にかかる経費、専属通訳を雇う経費等々）は自己負担でお願いいたします。



〈お問い合わせ先〉
近畿運輸局観光部
担当：近藤 kondoh-s577p@mlit.go.jp
笹尾 sasao-k57r9@mlit.go.jp
TEL : 06-6949-6411


